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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼構造物の表面に塗布した耐食性・高耐久性塗料を塗布した塗膜に対し、浸透剤と有機
溶剤を主剤とした塗膜剥離剤を塗布することにより塗膜を膨潤・軟化させ、下地に対する
付着力を低下させて塗膜を剥離除去する方法において、剥離剤塗布後の経過時間と前記塗
膜の雰囲気温度を測定して該当経過時間と雰囲気温度の積分値により塗膜の剥離作業開始
のタイミングを決定する鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項２】
　温度計測を一定時間経過時毎に間欠的に行い、当該計測回毎の計測温度の和を積分値と
する請求項１の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項３】
　温度計測を剥離剤塗布後１時間毎に行う請求項１又は２の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥
離方法。
【請求項４】
　積分値が２４０℃・ｈｒである請求項３の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項５】
　雰囲気温度が平均１０℃以下である請求項１，２，３又は４の鋼構造物の高耐久性塗膜
の剥離方法。
【請求項６】
　雰囲気温度が平均５℃～１０℃である請求項１，２，３，４又は５の鋼構造物の高耐久
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性塗膜の剥離方法。
【請求項７】
　雰囲気温度を計測する時間が剥離剤塗布後１８時間以上である請求項１，２，３，４，
５又は６の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項８】
　塗膜に使用される塗料が長ばく形エッチングプライマーと鉛系さび止めペイントと長油
性フタル酸樹脂塗料とを用いた塗装系又は長ばく形エッチングプライマーと鉛系さび止め
ペイントとフェノール樹脂ＭＩＯ塗料と塩化ゴム系塗料とを用いた塗装系又は長ばく形エ
ッチングプライマーとタールエポキシ樹脂塗料を用いた塗装系からなる請求項１，２，３
，４，５，６又は７の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項９】
　剥離剤が二塩基酸エステルを主成分とし、該エステルにＮＭＰ又はＮＭＰとベンジルア
ルコールからなる高沸点溶剤と、２～１０Ｗ％の有機酸と、界面活性剤とを配合してなる
請求項１，２，３，４，５，６，７又は８の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項１０】
　有機酸がぎ酸，乳酸，クエン酸，グリコール酸から選択された少なくとも１種からなる
請求項９の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項１１】
　界面活性剤がノニオン系界面活性剤又はアニオン系界面活性剤の少なくとも１種である
請求項９又は１０の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【請求項１２】
　ベントナイト又は膨潤性シリカからなる無機増粘剤を添加して増粘させた請求項９，１
０又は１１の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は橋梁その他の土木鋼構造物，一般建築物，クレーン，プラント設備等の機械
構造物，建築構造物等の鋼構造物の高耐久性塗膜の剥離方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来上記のような鋼構造物表面に施される高耐久性塗装には鉛，クロム，ＰＣＢ等の環
境汚染を引起す有害物質が含まれることが多かった。
【０００３】
　このためこれらのメンテナンスのための再塗装に際しては、塗膜を剥離・除去する必要
があるが、上記有害物質の環境への影響を考慮して塗膜の飛散や流出を防止すべく、膨潤
・軟化させて剥離し、回収することが求められている。
　このように塗膜を膨潤化させて効果的に剥離回収し、再塗装の下地を整えるための技術
として特許として特許文献１，２が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３９８５９６６号公報
【特許文献２】特開２００９－１７９８６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし上記特許文献に示される塗膜除去方法では、鋼構造物の高耐食性・耐久性塗料の
材質と、これに適合させて塗膜の溶解流出を防止しつつ機械的剥離を実現させるための剥
離剤特有の材質等の関係で、外気温（作業環境温度）が１０℃以上で作業することが前提
となっている。このため１０℃以下の環境では剥離成分の活性が低下して塗膜の除去が不
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可能又は不十分である。
【０００６】
　また、１０℃以上の環境においても作業場所の環境により剥離作業開始の最適条件が整
うタイミングに差があり、各作業現場毎に剥離に適しているか否かを確認しながら行う必
要があり、非効率であった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記のような課題を解決するための本発明の方法は、第１に、鋼構造物の表面に塗布し
た耐食性・高耐久性塗料を塗布した塗膜に対し、浸透剤と有機溶剤を主剤とした塗膜剥離
剤を塗布することにより塗膜を膨潤・軟化させ、下地に対する付着力を低下させて塗膜を
剥離除去する方法において、剥離剤塗布後の経過時間と前記塗膜の雰囲気温度を測定して
該当経過時間と雰囲気温度の積分値により塗膜の剥離作業開始のタイミングを決定するこ
とを特徴としている。
【０００８】
　第２に、温度計測を一定時間経過時毎に間欠的に行い、当該計測回毎の計測温度の和を
積分値とすることを特徴としている。
【０００９】
　第３に、温度計測を剥離剤塗布後１時間毎に行うことを特徴としている。
【００１０】
　第４に、積分値が２４０℃・ｈｒであることを特徴としている。
【００１１】
　第５に、雰囲気温度が平均１０℃以下であることを特徴としている。
【００１２】
　第６に、雰囲気温度が平均５℃～１０℃であることを特徴としている。
【００１３】
　第７に、雰囲気温度を計測する時間が剥離剤塗布後１８時間以上であることを特徴とし
ている。
【００１４】
　第８に、塗膜に使用される塗料が長ばく形エッチングプライマーと鉛系さび止めペイン
トと長油性フタル酸樹脂塗料とを用いた塗装系又は長ばく形エッチングプライマーと鉛系
さび止めペイントとフェノール樹脂ＭＩＯ塗料と塩化ゴム系塗料とを用いた塗装系又は長
ばく形エッチングプライマーとタールエポキシ樹脂塗料を用いた塗装系からなることを特
徴としている。
【００１５】
　第９に、剥離剤が二塩基酸エステルを主成分とし、該エステルにＮＭＰ又はＮＭＰとベ
ンジルアルコールからなる高沸点溶剤と、２～１０Ｗ％の有機酸と、界面活性剤とを配合
してなることを特徴としている。
【００１６】
　第１０に、有機酸がぎ酸，乳酸，クエン酸，グリコール酸から選択された少なくとも１
種からなることを特徴としている。
【００１７】
　第１１に、界面活性剤がノニオン系界面活性剤又はアニオン系界面活性剤の少なくとも
１種であることを特徴としている。
【００１８】
　第１２に、ベントナイト又は膨潤性シリカからなる無機増粘剤を添加して増粘させたこ
とを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように構成される本発明によれば、剥離剤塗布後の工事場所の外気温を継続的に
又は一定間隔（例えば１時間）毎に計測し、その間又は計測時の外気温を積算することに
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より、その積算値が予め決められた最適値に達した時点で次工程の機械的剥離作業を開始
することができるので、工事現場毎の剥離可能状態を現場毎に確認する必要がなく、剥離
可能なタイミングを予測した作業計画に即して効率的な作業が可能になる利点がある。
【００２０】
　またこの方法によれば従来塗膜剥離作業が困難とされてきた剥離剤塗布後の作業現場の
外気温が５℃～１０℃のように低温下でも剥離作業が確実に行える利点がある。
　このことは冬場等の季節的な低温期のほかに例え工事現場の平均外気温が５℃～１０℃
のような寒冷地においてもより広い季節範囲で塗膜剥離作業が可能になることを意味して
いる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例１の実施期間中の外気温を示すグラフである。
【図２】本発明の実施例２の実施期間中の外気温を示すグラフである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下図面に即して本発明の実施形態につき詳述する。
　従来前述した本発明の剥離対象となる鋼構造物の高耐塗膜の塗料としては
　Ａ　塗装系（長油性フタル酸系樹脂塗料）
　Ｂ　塗装系（塩化ゴム系樹脂塗料）
　Ｄ　塗装系（タールエポキシ系樹脂塗料）
が使用されている。
　このため本例においては鋼板面に塗装された上記Ａ，Ｂの各塗装系の塗膜に対し、表１
のような配合の剥離剤を調合して使用した。
【００２３】
　尚、剥離剤の各材料配合比の幅は外気温が１０℃を越える場合と５℃～１０℃の低温域
の場合とで配合比を調節することを念頭に置いたもので、限られたサンプル数の中で得た
数値であるためこれらの数値範囲に厳密に制約されるものではない。
【００２４】

【表１】

備考１）上記のうち１～３は主として塗膜への浸透と膨潤化（軟化）に寄与する有機溶剤
　　　　で、低温域では１を減らし２を増やすことが望ましい。
　　２）有機ベントナイトとしてグリコール酸を使用し、ダレ落ち防止用の増粘剤で低温
　　　　域で減量することが望ましい。
【００２５】
　従来本出願人等が開発した特許文献１の剥離剤及び剥離方法によっても剥離できないと
されていた５℃～１０℃の範囲（注：鋼構造物用塗装の適用気温に関し、社団法人日本道

剥離剤原料配合比

原材料 配合比 (W%)

1 DBE （二塩基酸エステル） 50~60 

2 NMP (Nメチル2ピロリドン） 20~30 

3 ベンジルアルコール 4~5 

4 有機酸 4~5 

5 ノニオン系界面活性剤 約 0. 1 0 0 

6 アニオン系界面活性剤 0.04~0.05 

7 有機ベントナイト 8~  1 2 



(5) JP 5534233 B2 2014.6.25

10

20

30

40

50

路協会の「鋼道路橋塗装・防食便覧」では５℃以下では禁止とされている）でも、一定の
条件下では塗膜剥離が可能であることが本発明により確認された。
【００２６】
　また塗膜の軟化には剥離剤の性能の他に剥離剤塗布後の環境温度と経過時間が深く関係
し、特にこの温度と時間の積算値によって軟化時機が決まる点が予測できた。
【００２７】
　以下実際の現場の橋梁に対する本発明方法の実施例について説明する。尚、使用剥離剤
は表１の配合で低温用に調合したものを使用した。
【実施例１】
【００２８】
１．試験場所　　　東京都　新小松川橋
２．試験期間　　　２００９年１２月４日～１２月１８日
３．試験方法
　　小松川橋の橋げた本体の腹板側面及びフランジ上面の３００ｍｍ×３００ｍｍの範囲
　に剥離剤を塗布し、スクレーパーによる剥離が可能な軟化状態に至る条件を確認し且つ
　剥離作業及び塗膜回収を行った。
４．塗膜の種類　　塩化ゴム塗装系
５．外気温
　　この試験における作業現場の外気温は図１に示す通りであり、試験期間中の最高気温
　は１０．１℃，最低気温４．４℃，平均気温７．１℃であった。尚、上記外気温は１時
　間毎に計測した。
６．試験結果
　　上記試験の結果２ヶ所共に約３４時間で塗膜がスクレーパーによる剥離が可能な程度
　に軟化した。但し、実際の剥離作業は作業時間帯の都合で塗布後４８時間後に行った処
　、いずれも再塗装可能な状態での剥離ができた。
【実施例２】
【００２９】
１．試験場所　　　栃木県　鬼怒大橋
２．試験期間　　　２０１０年３月２日～３月６日
３．試験方法
　　橋げた本体の腹板側面２箇所を１０００ｍｍ×１０００ｍｍの面積範囲に剥離剤（冷
　温域用に調合）を塗布し、実施例１と同様に軟化状態の確認，塗膜剥離，剥離塗膜の回
　収，復旧までを行った。
４．塗膜の種類　　フタル酸塗装系
５．外気温
　　この試験期間中の外気温は図２に示す通りであり、この間の最高気温は１２．５℃，
　最低気温は０．６℃，平均気温は４．５℃であり、温度計測は１時間毎に行った。
６．試験結果
　　この試験では塗膜が剥離可能になる迄に５５時間，５６時間を要したが、全体の塗膜
　剥離作業は作業時間帯の関係で共に７２時間後に行った処、スクレーパーによる十分な
　塗膜剥離ができた。
［試験結果の考察］
【００３０】
　実施例１，同２の結果を考察すると、剥離剤を用いた塗膜の剥離は（予め判っていた事
項であるが）常温中でも環境温度が高い程、塗布後の軟化時間が短くてすむこと、１０℃
以下でも軟化のための時間は多く必要とするが、軟化させて剥離することが可能であるこ
と、さらに、同一の塗装系に対して同一の剥離剤を用いる場合は、塗膜軟化中の外気温と
軟化に要する時間とは共に明確な相関関係があることが判明した。
【００３１】
　特に本発明の実施例で用いた剥離剤では、剥離剤塗布後の経過時間と外気温度の積算値
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【００３２】
　実施例２では平均気温４．５℃でも剥離できたが、この場合でも５℃を越える一定の時
間帯が必要と考えられ、全体としては５℃以上で概ね２４０℃・ｈｒの積算値が剥離可能
な条件と解され、それ以上の積算値であっても塗膜の溶解流出や環境への飛散等が生じな
い限り許容される。
【００３３】
　また、この積算値は剥離剤塗布後の経過時間と環境温度の厳密な積分値が最も正確と考
えられるが、本実施例のように１時間毎の温度測定値であっても各１時間内での温度変化
は極端に大きくない（平均値と大差がない）と予想されるので、塗膜軟化のための積算値
として十分に採用できると解される。
【００３４】
　上記温度計測は一定時間毎の目測値を積算することも可能であるが、作業現場に温度セ
ンサーを設置し、その計測値を現場で又は通信手段を介して管理センターで受信し、コン
ピュータープログラムによって計算処理することも可能である。そしてこの場合は期間中
の予想気温により軟化時間を予測し、実測によりこの予測による塗膜剥離タイミングを順
次修正しながら条件にあった剥離タイミングを決定することができる。
【００３５】
　さらに、上記積算値の標準は剥離剤の素成や外気温のレベルによっても変ると考えられ
、その他塗膜の種類や経過年数等によっても変動すると考えられる。

【図１】

【図２】
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